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「
古
代
歌
謡
全
注
釈
日
本
書
紀
編
」

　
本
書
は
昭
和
四
十
七
年
一
月
刊
行
の
『
古
事
記
編
』
に
っ
ぐ
姉
妹
編
で
、

こ
こ
に
著
者
の
古
代
歌
謡
研
究
は
集
大
成
さ
れ
た
。

　
体
裁
は
、
『
書
紀
』
所
載
の
百
二
十
八
首
の
歌
謡
に
っ
い
て
そ
の
歌
詞

を
前
文
・
後
文
と
共
に
掲
げ
、
ｍ
本
文
掲
出
一
歌
謡
原
文
を
併
記
）
、
に
引

口
訳
、
倒
語
釈
、
側
構
成
、
倒
考
説
の
順
序
で
、
説
明
が
な
さ
れ
る
形
で

あ
る
。

　
本
書
で
も
、
前
著
と
同
様
、
「
こ
れ
ま
で
の
古
代
歌
謡
に
関
す
る
『
研

究
』
と
『
注
釈
」
と
の
総
合
と
し
て
の
『
解
釈
』
を
目
的
と
し
た
」
（
『
古

事
記
編
』
あ
と
が
き
）
と
す
る
立
場
か
ら
、
書
紀
歌
謡
の
全
て
に
っ
い
て

独
立
歌
謡
と
物
語
歌
の
相
違
を
見
き
わ
め
、
前
者
に
つ
い
て
は
そ
の
本
来

歌
わ
れ
た
場
や
機
能
を
解
明
し
、
後
者
に
つ
い
て
は
所
伝
（
物
語
）
の
実

質
や
伝
承
荷
担
者
な
い
し
述
作
者
、
所
伝
成
立
の
時
期
な
ど
に
触
れ
っ
っ
、

歌
の
文
学
的
解
釈
が
施
さ
れ
て
い
る
。

　
著
者
の
古
代
歌
謡
研
究
は
、
『
古
代
歌
謡
集
』
（
昭
和
３
２
年
、
岩
波
書

店
）
、
『
古
代
歌
謡
論
』
（
昭
和
３
５
年
、
三
一
書
房
）
、
そ
し
て
『
古
代
歌
謡

と
儀
礼
の
研
究
』
（
昭
和
４
０
年
、
岩
波
書
店
）
と
、
大
局
的
に
い
え
ば
独

立
歌
謡
（
民
謡
）
の
実
態
や
背
景
の
解
明
に
重
点
が
あ
っ
た
と
い
え
よ

う
。
そ
れ
は
、
歌
謡
を
も
創
作
歌
（
拝
情
詩
）
と
同
列
に
捉
え
る
「
拝
情

詩
的
歌
謡
観
」
の
克
服
の
た
め
に
、
歌
謡
の
社
会
的
機
能
や
構
造
を
明
ら

か
に
し
っ
っ
歌
謡
学
の
方
法
を
打
ち
立
て
る
と
い
う
、
い
わ
ば
新
墾
道
を

拓
い
て
き
た
著
者
の
行
程
と
し
て
は
、
必
然
の
帰
結
で
も
あ
っ
た
。
し
か

し
歌
謡
の
性
格
を
見
き
わ
め
る
一
方
で
、
常
に
歌
の
起
源
や
拝
情
詩
と
の

関
連
な
ど
に
目
が
配
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、
『
古
代
歌
謡
論
』
以
来
一
貫

し
た
視
点
で
あ
る
。
そ
れ
ら
が
さ
ら
に
『
古
代
歌
謡
の
世
界
』
（
昭
和
４
３

年
、
塙
書
房
一
に
お
い
て
、
古
代
歌
謡
の
世
界
全
体
が
体
系
的
に
展
望
し

う
る
よ
う
な
形
で
総
合
化
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
特
に
そ
の
第
五
章

「
歌
物
語
と
物
語
歌
」
の
い
わ
ば
原
論
は
、
『
全
注
釈
』
の
物
語
歌
の
解

釈
に
お
い
て
深
め
ら
れ
具
体
化
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
書
紀
独

特
の
「
童
謡
・
時
人
の
歌
」
に
っ
い
て
も
当
該
歌
の
注
釈
の
項
で
は
勿

論
、
巻
末
の
「
解
説
」
に
お
い
て
、
同
じ
『
歌
謡
の
世
界
』
の
第
四
章

「
童
謡
と
時
人
の
歌
」
を
深
め
る
形
で
力
説
さ
れ
て
い
る
。

　
本
編
を
経
い
て
驚
く
の
は
、
国
語
学
、
民
俗
学
、
歴
史
学
等
々
の
い
わ

ゆ
る
隣
接
諸
科
学
に
渡
り
な
が
ら
、
す
べ
て
の
論
証
が
注
釈
を
軸
に
据
え

た
歌
謡
の
文
学
性
の
解
読
に
収
敏
さ
れ
て
ゆ
く
、
周
到
か
っ
柔
軟
な
方
法

の
展
開
で
あ
る
。
歌
謡
本
文
の
訓
み
が
正
さ
れ
た
も
の
も
幾
っ
か
あ
り
、
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用
に
留
ま
ら
ず
、
他
の
分
野
へ
の
擾
言
が
数
多
く
見
ら
れ
る
点
で
あ
る
。

例
え
ば
具
体
的
な
語
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
に
お
け
る
上
代
語
研

究
の
一
往
の
水
準
と
考
え
ら
れ
る
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
、
上
代
篇
』
を

超
え
る
成
果
が
少
な
く
な
い
。
ま
た
『
古
事
記
編
』
解
説
以
来
圭
張
さ
れ

て
い
る
孤
語
の
解
釈
法
な
ど
は
国
語
学
へ
の
、
更
に
来
目
直
・
来
目
部
と

大
伴
氏
の
歴
史
的
関
係
（
Ｐ
妨
）
、
「
武
内
宿
禰
像
の
成
立
（
Ｐ
…
…
）
、
「
太

子
」
の
語
義
（
Ｐ
蝸
）
、
常
世
神
事
件
の
意
味
（
Ｐ
螂
）
等
々
は
歴
史
学

の
側
へ
の
、
そ
れ
ぞ
れ
提
言
と
し
て
も
重
要
で
あ
る
。
更
に
ま
た
、
本
書

の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
、
『
記
』
と
の
重
出
歌
を
手
掛
か
り
と
し
た
『
記
』

と
『
書
紀
』
の
歌
謡
や
歌
物
語
の
質
の
違
い
の
解
明
は
、
神
話
な
い
し
氏

族
伝
承
の
研
究
に
資
す
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
、

　
付
篇
と
し
て
、
「
書
紀
歌
謡
語
彙
総
索
引
」
と
「
圭
語
語
釈
・
事
項
索

引
」
と
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
『
古
事
記
編
』
と
併
用
す
れ
ば
、
前
者
は

”
記
紀
歌
謡
総
索
引
”
と
し
て
至
便
で
あ
り
、
後
者
は
一
面
で
、
上
述
の

よ
う
な
本
書
の
内
容
に
支
え
ら
れ
て
、
　
”
古
代
学
”
に
関
す
る
辞
（
事
）

典
的
役
割
を
な
す
と
い
っ
て
も
週
言
で
は
あ
る
ま
い
。

　
　
（
角
川
書
店
刊
、
昭
和
五
一
年
八
月
　
日
発
行
／
Ａ
５
判
、
四
三
九
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九
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九
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黒
沢
幸
三
著

　
　
「
日
本
古
代
の
伝
承
文
学
の
研
究
』

　
本
書
は
本
学
大
学
院
昭
和
四
十
年
度
修
了
生
黒
沢
幸
三
氏
の
十
年
余
の

圭
要
業
績
を
収
録
し
た
処
女
論
文
集
で
あ
り
、
東
北
大
学
学
位
請
求
論
文

で
も
あ
る
。

　
第
一
章
は
「
伝
承
文
学
研
究
の
立
場
と
方
法
」
の
題
の
如
く
、
古
代
伝

承
文
学
を
「
集
団
発
想
に
よ
る
文
学
の
制
作
、
口
承
を
媒
介
と
し
た
文
学

の
形
成
と
い
う
点
に
留
意
」
し
て
研
究
し
た
と
の
基
本
的
立
場
と
と
も

に
、
各
章
毎
の
研
究
目
的
、
立
場
、
方
法
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

　
第
二
章
「
氏
族
伝
承
」
に
は
、
Ｈ
息
長
氏
の
性
格
、
関
係
諸
系
譜
・
伝

承
の
形
成
と
、
『
古
事
記
』
所
収
の
経
緯
を
解
明
し
て
、
そ
の
研
究
の
重

要
性
を
指
摘
し
、
息
長
氏
研
究
の
先
鞭
を
付
け
た
「
息
長
氏
の
系
譜
と
伝

承
」
、
目
六
論
文
に
よ
っ
て
、
ワ
ニ
氏
の
姓
の
由
来
と
性
格
、
そ
の
伝
承

は
継
体
朝
に
筒
城
宮
の
ハ
ェ
ヒ
メ
の
後
宮
で
ワ
ニ
氏
の
語
部
に
よ
っ
て
形

成
・
改
変
さ
れ
た
経
緯
を
多
方
面
か
ら
考
察
し
た
「
ワ
ニ
氏
の
伝
承
」
、

旦
二
輸
氏
関
連
の
歌
謡
・
神
話
・
歌
物
語
は
、
大
物
圭
神
を
祭
祀
す
る
三

輪
氏
配
下
の
巫
女
達
が
信
仰
の
中
で
形
成
し
た
こ
と
を
説
い
た
「
三
輪
氏

の
古
伝
承
」
、
因
雷
神
信
仰
に
関
係
す
る
古
代
の
小
子
部
栖
軽
の
伝
承
、

道
場
法
師
講
、
中
世
の
一
寸
法
師
課
を
氏
族
伝
承
の
説
話
へ
の
変
遷
と
展
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開
と
云
う
問
題
意
識
で
論
じ
た
「
小
子
部
氏
の
伝
承
と
一
寸
法
師
課
」
の

四
グ
ル
ー
プ
の
論
文
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。

　
第
三
章
、
「
仏
教
説
話
」
の
副
題
に
は
「
『
霊
異
記
』
に
っ
い
て
」
と
あ

る
如
く
、
『
壷
董
ハ
記
』
に
関
す
る
五
論
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら

は
Ｈ
『
蛍
董
一
記
』
所
収
説
話
の
文
学
史
的
特
色
を
、
そ
れ
ら
が
氏
族
社
会

崩
壊
期
の
地
方
豪
族
の
利
害
中
心
の
生
き
方
と
密
接
に
関
連
し
た
世
間
話

で
あ
る
と
こ
ろ
に
認
め
た
「
曇
董
一
記
の
文
学
史
的
位
置
」
、
目
景
戒
の
出
身

地
、
氏
姓
、
人
間
性
を
紀
州
名
草
郡
と
の
関
連
で
論
じ
た
「
霊
異
記
の
編

者
景
戒
」
、
目
『
霊
異
記
」
の
中
で
も
特
に
類
話
性
の
濃
い
四
グ
ル
ー
プ

の
説
話
に
就
き
、
類
似
度
、
発
生
、
景
戒
の
蒐
集
と
撰
録
を
論
じ
た
「
霊

異
記
の
類
話
」
、
因
道
場
法
師
系
説
話
群
の
形
成
事
情
と
景
戒
の
係
り
を

論
じ
た
「
霊
異
記
の
道
場
法
師
系
説
話
」
、
圃
殺
牛
の
モ
チ
ー
フ
を
持
つ

説
話
の
形
成
を
中
国
説
話
の
翻
案
、
渡
来
系
信
仰
、
習
俗
と
の
関
連
で
考

察
し
、
道
場
法
師
系
説
話
群
と
の
関
係
、
景
戒
の
作
家
的
性
格
に
も
言
及

し
た
「
票
異
記
殺
牛
祭
神
系
説
話
」
で
あ
る
。

　
第
四
章
「
寺
社
止
説
話
」
は
中
世
説
話
に
古
代
的
性
格
を
認
め
そ
の
展

開
を
論
じ
た
四
論
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
Ｈ
は
カ
ム
ハ
タ
寺
縁
起

は
『
霊
異
記
』
中
巻
所
収
の
蟹
報
恩
潭
が
縞
原
坐
建
伊
那
大
比
売
神
社
の

巫
女
達
に
よ
り
、
そ
の
神
婚
課
と
結
合
さ
れ
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
『
法
華

験
記
』
等
の
検
討
と
併
せ
て
考
察
し
た
「
蟹
満
寺
縁
起
の
源
流
と
そ
の
成

立
」
、
目
は
道
成
寺
縁
起
が
、
熊
野
山
伏
と
宿
の
寡
婦
の
情
愛
の
世
間
話
、

道
成
寺
の
沈
鐘
伝
説
、
熊
野
の
法
華
経
信
仰
の
結
合
で
成
立
し
た
こ
と
、

そ
の
形
成
と
伝
播
は
熊
野
山
伏
が
担
っ
た
こ
と
、
そ
の
諸
説
話
集
、
縁

起
、
謡
曲
、
浄
瑠
璃
、
田
植
草
子
へ
の
受
容
と
展
開
、
及
ぴ
文
学
性
を
論

じ
た
「
道
成
寺
説
話
の
特
性
」
、
目
は
古
浄
瑠
璃
「
し
の
だ
づ
ま
」
の
源

流
を
陰
陽
師
阿
倍
氏
が
信
太
の
暦
法
神
で
あ
る
聖
神
社
の
神
使
狐
と
の
異

類
婚
に
よ
っ
て
説
い
た
神
子
誕
生
課
と
見
、
こ
れ
が
暦
の
印
刷
販
売
に
平

行
し
て
放
浪
芸
た
る
説
経
に
受
容
さ
れ
、
浄
瑠
璃
に
展
開
し
た
こ
と
を
論

じ
た
「
信
太
妻
の
源
流
と
成
立
」
、
因
は
中
将
姫
を
圭
人
公
と
す
る
「
当

麻
畠
又
茶
羅
縁
起
」
成
立
の
契
機
、
恵
観
請
来
の
浄
土
曼
茶
羅
が
鎌
倉
時
代

に
至
っ
て
、
法
然
門
下
の
証
空
一
派
に
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
こ
と
、

そ
れ
が
当
麻
寺
の
古
代
か
ら
の
歴
史
的
、
風
土
的
背
景
と
も
深
く
係
る
こ

と
、
謡
曲
，
・
お
伽
草
子
へ
の
展
開
及
ぴ
文
学
性
を
論
じ
た
「
当
麻
寺
と
中

将
姫
」
で
あ
る
。

　
第
五
章
は
総
ま
と
め
で
、
既
述
の
研
究
対
象
に
三
輪
山
神
話
を
典
型
と

す
る
水
神
と
巫
女
の
伝
承
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
の
意
味
を

究
明
す
る
。

　
本
書
の
概
要
は
以
上
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
共
通
す
る
研
究
方
法
は
、
個

々
の
伝
承
に
就
い
て
、
形
成
者
、
伝
播
者
、
受
容
者
及
び
そ
の
場
を
具
体

的
に
究
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
形
成
と
伝
播
、
文
学
性
を
考
察
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
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る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
し
か
も
文
献
操
作
に
終
始
す
る
こ
と
な
く
、
歴
史

学
、
民
俗
学
の
研
究
成
果
と
方
法
を
援
用
し
、
風
土
性
を
重
視
し
て
多
角

的
な
視
野
か
ら
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
か
っ
ま

た
、
古
代
だ
け
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
積
極
的
な
中
世
へ
の
言
及
に
典
型
的

に
見
ら
れ
る
意
欲
的
な
取
組
み
の
姿
勢
が
諸
者
へ
の
大
き
な
刺
激
と
な
ろ

う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
寺
　
川
　
真
知
夫
）

　
南
波
浩
著

　
　
　
「
紫
式
部
集
の
研
究
厳
棲
蹄
究
篇
』

　
　
　
『
紫
式
部
集
付
献
賊
俸
雛
響

　
両
著
書
の
功
績
は
、
我
々
が
身
近
に
よ
り
正
し
い
本
文
で
紫
式
部
集
を

読
み
、
か
つ
論
じ
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
、
と
い
う
点
を
ま
ず
あ
げ
ね
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
は
両
書
の
概
要
を
述
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
充
分
理

解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　
前
書
は
「
校
異
篇
」
「
校
本
篇
」
「
伝
本
研
究
篇
」
よ
り
成
る
。
校
異
篇

で
は
底
本
の
実
践
女
子
大
本
の
本
文
を
本
行
に
し
、
他
諸
本
の
異
文
を
そ

の
左
横
に
順
次
並
記
す
る
と
い
う
組
み
方
が
と
り
入
れ
ら
れ
、
又
、
「
補

遺
（
一
）
（
二
）
」
（
本
来
は
家
集
中
に
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
歌
群
）

等
を
は
じ
め
、
「
諸
本
歌
序
対
照
表
」
「
五
句
索
引
」
と
い
っ
た
も
の
も
付

九
六

載
さ
れ
て
お
り
、
極
め
て
使
い
易
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
次

の
校
本
篇
は
定
家
本
系
を
軸
と
し
て
、
厳
し
い
検
証
の
末
に
校
定
本
文

（
二
一
八
首
）
を
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
岩
波
文
庫
本
の
前
姿

と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

　
伝
本
研
究
篇
で
は
、
第
一
章
で
紫
式
部
集
の
研
究
史
の
概
要
、
第
二
章

で
自
撰
集
説
及
び
そ
の
編
纂
意
図
、
第
三
章
で
諸
伝
本
の
系
統
と
各
伝
本

の
詳
細
な
解
題
が
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
伝
本
系
統
論
で

は
、
従
来
の
池
田
亀
鑑
説
に
対
し
て
、
第
一
類
定
家
自
筆
本
系
（
五
種
）
、

第
二
類
古
本
系
（
三
種
）
、
第
三
類
別
本
系
（
二
種
）
の
三
系
統
が
立
て

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
式
部
集
研
究
史
の
一
っ
の
エ
ポ
ッ
ク
に
な
り

え
て
お
り
、
三
八
本
に
の
ぼ
る
膨
大
な
諸
伝
本
群
は
こ
う
し
て
本
書
に
よ

っ
て
整
理
さ
れ
、
理
論
化
体
系
化
へ
大
き
く
歩
を
進
め
た
の
で
あ
る
。

　
従
っ
て
岩
波
文
庫
本
の
『
紫
式
部
集
』
は
、
こ
う
し
た
研
究
を
背
景
に

も
ち
な
が
ら
我
々
の
前
に
開
か
れ
て
あ
る
の
だ
と
言
え
る
。
こ
こ
で
も
ま

た
校
定
本
文
の
他
に
、
古
本
系
本
文
、
式
部
の
娘
の
大
弐
三
位
集
、
兄
の

藤
原
惟
規
集
、
等
々
の
付
載
が
あ
り
致
れ
り
尽
せ
り
と
い
っ
た
呈
を
相
し

て
い
る
。
内
容
的
に
も
、
豊
か
な
実
証
に
裏
付
け
ら
れ
た
脚
注
と
解
説

は
、
各
々
の
歌
の
解
釈
を
充
全
に
果
し
な
が
ら
、
し
か
も
そ
れ
を
超
え

て
、
式
部
集
全
体
を
把
え
よ
う
と
す
る
氏
の
体
系
的
視
座
が
躍
如
と
し
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。



介紹

　
精
綴
で
厳
格
な
研
究
と
様
々
の
細
か
な
配
慮
に
触
れ
、
続
刊
予
定
の

「
研
究
篇
」
「
評
釈
篇
」
に
強
く
期
待
す
る
と
と
も
に
、
実
は
と
り
も
な

お
さ
ず
我
々
自
身
が
目
の
前
に
お
か
れ
た
紫
式
部
集
及
び
紫
式
部
を
ど
う

把
え
る
の
か
、
と
い
う
問
い
を
っ
き
っ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

　
　
（
笠
間
書
院
刊
、
昭
和
四
七
年
九
月
三
十
日
発
行
／
Ａ
５
判
、
四
四

　
　
〇
頁
／
六
五
〇
〇
円
）

　
　
（
岩
波
書
店
刊
、
昭
和
四
八
年
十
月
十
六
日
発
行
／
岩
波
文
庫
、
二

　
　
三
三
頁
／
一
四
〇
円
）
　
　
　
　
（
小
島
繁
一
）

玉
井
敬
之
著

　
　
『
夏
目
漱
石
論
」

　
本
書
は
、
著
者
が
昭
和
三
四
年
か
ら
昭
和
五
〇
年
に
か
け
て
発
表
し
た

漱
石
関
係
の
論
考
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
全
体
は
三
部
か
ら
な
り
、

第
－
部
で
は
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
か
ら
『
こ
こ
ろ
』
に
い
た
る
圭
要
作

晶
の
作
晶
論
、
第
皿
部
は
明
治
か
ら
大
正
へ
と
い
う
視
角
に
立
っ
た
「
夏

目
漱
石
論
－
明
治
型
知
識
人
の
問
題
－
」
を
中
心
に
し
た
作
家
論
、
第
皿

部
は
漱
石
研
究
史
の
概
観
と
い
っ
た
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

　
漱
石
を
問
う
こ
と
は
、
同
時
に
自
己
の
「
人
間
学
」
を
展
開
す
る
こ
と

に
ほ
か
な
ら
な
い
と
「
あ
と
が
き
」
で
い
う
著
者
は
、
そ
れ
ゆ
え
作
晶
と

作
家
を
統
一
的
に
と
ら
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
み
せ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
第
－
部
で
は
、
『
道
草
』
以
前
の
漱
石
の
作
晶
史
を
「
虚
構
が
し
だ

い
に
理
念
に
近
づ
き
、
現
実
と
隔
絶
さ
れ
て
い
く
過
程
」
と
し
て
と
ら

え
、
そ
れ
を
個
々
の
作
品
で
で
き
る
だ
け
具
体
的
実
証
的
に
論
じ
よ
う
と

し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
『
彼
岸
過
迄
』
以
降
の
作
晶
が
「
短
篇
の
連
鎖

と
し
て
の
長
篇
小
説
」
と
い
う
方
法
を
と
る
こ
と
と
、
「
外
よ
り
も
内
の

世
界
」
が
重
視
さ
れ
て
く
る
こ
と
と
が
重
ね
て
考
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
文
学
の
方
法
と
内
質
と
が
統
一
的
な
視
座
で
論
じ

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
■
部
で
は
「
瓜
実
顔
の
女
」
や
漱
石
の
法
蔵
院

時
代
な
ど
、
伝
記
的
側
面
に
も
言
及
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
も
、
「
瓜
実

顔
の
女
」
を
写
真
か
ら
出
発
せ
ず
、
作
晶
を
通
じ
て
論
証
す
る
と
い
う
形

を
と
っ
て
お
り
、
そ
の
人
物
が
誰
か
と
い
う
モ
デ
ル
問
題
に
か
か
わ
ろ
う

と
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
第
皿
部
の
研
究
史
概
観
は
、
昭
和
四
〇
年
ま
で

の
圭
要
な
夏
目
漱
石
論
の
研
究
史
的
位
置
づ
け
を
試
み
て
い
る
。

　
な
お
、
巻
末
に
付
さ
れ
た
「
夏
目
漱
石
圭
要
研
究
文
献
目
録
」
も
昭
和

四
〇
年
以
降
の
著
者
に
と
っ
て
圭
要
と
思
わ
れ
る
文
献
が
あ
げ
ら
れ
、
と

り
わ
け
雑
誌
論
文
の
分
類
で
は
、
内
容
別
に
項
目
を
立
て
て
い
て
便
利
で

あ
る
。

　
　
　
（
桜
楓
杜
刊
、
昭
和
五
一
年
一
〇
月
五
日
発
行
／
Ａ
５
判
、
二
五
五

　
　
頁
／
一
八
○
○
円
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
　
中
　
励
　
儀
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
－
－
　
－
　
　
　
　
－
－
九
七
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